
CFO FORUM ● 32

一つ
は
、リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
流
動

性
不
足
を
経
験
し
、企
業
が
資
金
繰
り
に
慎

重
と
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、

資
金
繰
り
に
慎
重
に
な
る
こ
と
は
、企
業
が
赤

字
に
陥
り
や
す
い
収
益
構
造
に
な
っ
た
こ
と
の

裏
返
し
で
も
あ
る
。
い
ざ
と
い
う
場
合
、収
益

構
造
が
脆
弱
で
あ
れ
ば
、銀
行
を
は
じ
め
と

す
る
外
部
か
ら
の
資
金
調
達
が
困
難
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
企
業
が
本
能
的
に
察
知
し
、危
機

対
応
と
し
て
自
己
防
衛
に
走
っ
て
い
る
。

も
う
一つ
は
、自
己
資
本
比
率（
純
資
産
比

率
）の
上
昇
で
あ
る
。
現
時
点
の
自
己

資
本
比
率
は
製
造
業
四
六・三
%
、非
製

造
業
三
九・四
%
と
、過
去
最
高
水
準
に

達
し
て
い
る
。
財
務
体
質
と
し
て
安
全

度
が
き
わ
め
て
高
い
と
評
価
で
き
る
。

そ
の
一
方
、財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
効
い
て
い
な
い

た
め
、投
下
資
本
の
効
率
性
を
低
下
さ
せ
て
い

る
。
現
在
の
日
本
企
業
の
資
産
当
た
り
利
益

率
の
低
さ
の
一つ
の
要
因
は
、こ
の
慎
重
過
ぎ

る
資
本
構
成
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、明
る
い
状
況
も
垣
間
見
ら

れ
る
。
製
造
業
が
二
〇
一一
年
に
入
り
、現
金・

現
金
同
等
物
の
保
有
額
を
減
ら
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
当
時
、企
業
業
績
が
回
復
途
上

に
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
、こ
れ
は
製
造

業
の
経
営
が
積
極
姿
勢
に
転
じ
た
こ
と
を
表

現
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
し
て
す
ぐ

に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、海
外
企
業
に
対
す
る

M
&
A
戦
略
で
あ
る
。
企
業
の
経
営
姿
勢
が

本
当
に
転
換
し
た
の
か
ど
う
か
、今
後
に
注

目
し
た
い
。

企
業
が
現
金・現
金
同
等
物
を
大
量

に
保
有
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
有
効
活
用
に
積
極
的
に
な
る
べ
き

だ
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、大

企
業
に
よ
る
現
金・現
金
同
等
物
の
実
態
を
調

べ
て
み
た
。

現
金・現
金
同
等
物
の
定
義
を
、流
動
資
産

に
分
類
さ
れ
て
い
る
資
産
の
う
ち
、現
金・預

金
、株
式
、公
社
債
、そ
の
他
有
価
証
券
の
合

計
額
と
し
た
。
財
務
省「
法
人
企
業
統
計
調

査（
四
半
期
）」を
用
い
、
大
企
業（
資
本
金

一
〇
億
円
以
上
）が
保
有
す
る
現
金・現
金
同

等
物
の
金
額
の
推
移
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、図

表
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、企

業
活
動
に
は
季
節
性
が
あ
る
た
め
、以
下
の
数

値
は
す
べ
て
4
四
半
期
の
数
値
を
平
均
す
る

か
、合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
企
業
が
保
有
す
る
現
金・現
金
同
等
物

の
金
額
は
現
時
点（
統
計
上
二
〇
一
二
年
六
月

末
、
以
下
同
じ
）
に
お
い
て
、
製
造
業

二
四・二
兆
円
、非
製
造
業
三
〇・六
兆
円
で
あ

る
。
合
計
す
る
と
五
五
兆
円
弱
に
達
す
る
が
、

こ
の
金
額
自
身
は
驚
く
に
当
た
ら
な
い
。

実
の
と
こ
ろ
、大
企
業
が
保
有
す
る
現
金・

現
金
同
等
物
の
ピ
ー
ク
は
一
九
九
〇
年
に
あ
っ

た
。
製
造
業
は
同
年
九
月
末
の
四
一・七
兆
円
、

非
製
造
業
は
同
一
二
月
末
の
四
七・三
兆
円
で

あ
る
。
九
〇
兆
円
近
く
に
達
し
て
い
た
わ
け

だ
。
こ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
財
テ
ク

ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
お
り
、企
業
は
株

式
を
中
心
と
す
る
有
価
証
券
投
資
に

よ
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
試
み
て
い
た
。

こ
の
財
テ
ク
が
破
綻
し
、企
業
は
現

金・
現
金
同
等
物
の
保
有
を
圧
縮
し
、

他
方
で
不
良
資
産
の
整
理
と
借
入
の
返

済
を
急
い
だ
の
で
あ
る
。
現
金・現
金
同
等
物

の
保
有
金
額
は
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン・

シ
ョ
ッ
ク
前
後
に
ボ
ト
ム
と
な
る
。
金
額
的
に

は
大
企
業
合
計
で
四
一
兆
円
程
度
で
あ
る
。

そ
れ
が
、リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
再
び

増
加
に
転
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
製
造
業
の
場

合
、二
〇
一一
年
中
旬
以
降
、低
下
に
転
じ
て
い

る
こ
と
に
も
注
意
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
現
金・現
金
同

等
物
の
保
有
増
加
を
い
か
に
評
価
す
れ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
か
。

大
企
業
に
よ
る

現
金
同
等
物
の

大
量
保
有川北
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●現金・現金同等物の保有額の推移
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資料 ： 財務省「法人企業統計調査」
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